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■
国
産
材
の
安
定
供
給
体
制
の

構
築
に
向
け
た
中
央
需
給
情
報

連
絡
協
議
会

令
和
５
年
度
第
１
回
国
産
材
の
安
定
供
給
体

制
の
構
築
に
向
け
た
中
央
需
給
情
報
連
絡
協
議

会
が
、
川
上
か
ら
川
下
に
至
る
幅
広
い
関
係
者

の
参
加
の
下
、
令
和
５
年
６
月
15
日
に
ウ
ェ
ブ

会
議
で
開
催
さ
れ
た
の
で
、
議
論
の
概
要
を
以

下
に
紹
介
す
る
。

《
各
地
区
か
ら
の
報
告
》

○
北
海
道
地
区
：
木
材
以
外
の
資
材
の
価
格
上

昇
に
よ
り
、
建
物
価
格
が
非
常
に
上
が
っ
て
い

る
。
プ
レ
カ
ッ
ト
に
つ
い
て
は
、
工
場
稼
働
率

は
３
割
減
と
な
っ
て
お
り
、
住
宅
は
落
ち
込
ん

で
い
る
も
の
の
、
低
層
の
非
住
宅
は
増
え
て
い

る
状
況
か
つ
道
産
材
化
が
徐
々
に
見
え
て
き
て

い
る
。
カ
ラ
マ
ツ
梱
包
材
関
係
は
、
市
況
が
弱

い
割
に
は
価
格
は
高
止
ま
り
し
て
お
り
、
大
き

く
下
落
す
る
状
況
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

○
東
北
地
区
：
プ
レ
カ
ッ
ト
工
場
の
稼
働
率
は

50
％
、
製
品
の
販
売
量
は
60
％
程
度
と
な
っ
て

い
る
。
製
品
価
格
は
、
今
年
に
入
り
15
～
20
％

下
落
。
大
手
の
価
格
の
影
響
で
、
柱
材
価
格
の

落
ち
込
み
が
非
常
に
激
し
い
。
小
割
材
は
国
産

材
転
換
が
少
し
ず
つ
進
ん
で
い
る
。
集
成
材
工

場
の
稼
働
は
通
常
ど
お
り
だ
が
、
製
品
価
格
の

下
落
が
止
ま
ら
ず
、
丸
太
の
購
入
単
価
を
下
げ

ざ
る
を
得
な
い
。
合
板
は
20
～
25
％
の
減
産
を

継
続
し
て
い
る
。
チ
ッ
プ
に
つ
い
て
は
、
製
紙

業
界
に
お
い
て
輸
入
材
価
格
の
高
騰
で
国
産
材

需
要
が
増
え
た
こ
と
に
加
え
、
バ
イ
オ
マ
ス
燃

料
と
し
て
の
引
き
合
い
も
強
く
、
値
上
げ
を
し

て
も
必
要
数
量
の
確
保
が
難
し
い
状
況
。

○
関
東
地
区
：
欧
州
集
成
材
は
現
在
の
日
本
市

況
で
は
赤
字
で
、
生
産
を
絞
っ
た
場
合
は
そ
の

分
羽
柄
材
を
生
産
し
、
日
本
に
対
し
て
投
げ
売

り
し
得
る
。
建
築
業
界
か
ら
は
、
ス
ギ
の
羽
柄

材
の
品
質
向
上
が
待
た
れ
る
と
意
見
が
あ
り
。

資
材
高
騰
に
よ
る
住
宅
需
要
減
で
、
メ
ー
カ
ー

は
７
割
台
で
稼
働
。
丸
太
は
一
時
的
に
土
場
に

満
載
と
な
り
、
市
場
の
落
札
率
が
低
い
状
況
。

○
中
部
地
区
：
住
宅
に
つ
い
て
、
消
費
者
マ
イ

ン
ド
が
落
ち
込
ん
で
お
り
、
住
宅
着
工
数
が
昨

年
以
上
に
落
ち
て
い
る
。
原
木
価
格
は
、
特
に

ヒ
ノ
キ
が
下
が
っ
て
い
る
。
集
成
材
は
電
気
代

に
加
え
、
接
着
剤
・
塗
料
等
の
値
上
げ
に
も
苦

慮
し
て
い
る
。春
植
え
の
苗
木
の
出
荷
状
況
は
、

カ
ラ
マ
ツ
の
コ
ン
テ
ナ
苗
が
非
常
に
よ
く
出
た

一
方
で
、
裸
苗
は
大
分
余
っ
た
。

○
近
畿
中
国
地
区
：
建
築
費
用
が
10
～
15
％
上

昇
し
、
ロ
ー
コ
ス
ト
住
宅
に
つ
い
て
は
購
入
を

躊
躇
す
る
消
費
者
が
増
え
、
住
宅
展
示
場
へ
の

来
場
者
が
減
少
傾
向
の
一
方
で
、
富
裕
層
向
け

の
住
宅
は
、
高
性
能
や
健
康
住
宅
を
売
り
と
し

て
比
較
的
好
調
で
、
二
極
化
し
て
い
る
状
況
。

製
品
価
格
の
下
落
や
電
力
高
騰
に
伴
う
コ
ス
ト

増
で
、
製
材
工
場
は
厳
し
い
状
況
。
ホ
ワ
イ
ト

ウ
ッ
ド
集
成
管
柱
か
ら
ス
ギ
集
成
管
柱
の
シ
ェ

ア
が
、
ウ
ッ
ド
シ
ョ
ッ
ク
以
降
徐
々
に
広
が
り

つ
つ
あ
る
。
合
板
工
場
に
お
い
て
は
、
10
％
程

度
の
減
産
を
継
続
。

○
四
国
地
区
：
ス
ギ
の
原
木
価
格
が
下
落
し
売

り
づ
ら
い
一
方
、
ヒ
ノ
キ
の
価
格
に
つ
い
て
は

下
落
傾
向
に
あ
る
が
一
定
量
売
れ
て
い
る
状

況
。
ま
た
、
大
径
材
が
増
え
て
き
て
お
り
、
買

い
手
が
つ
か
な
い
状
況
も
あ
る
。
工
場
の
原
木

入
荷
量
は
梅
雨
に
入
り
減
少
傾
向
に
あ
る
が
順

調
。
製
品
は
、
ス
ギ
の
無
垢
の
柱
材
は
集
成
材

と
の
競
合
が
あ
り
、
売
れ
づ
ら
い
状
況
で
価
格

も
下
落
。
大
型
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
所
の
稼
働
等

で
、燃
料
の
確
保
が
難
し
く
な
っ
て
き
て
い
る
。

工
務
店
に
よ
っ
て
は
、
新
築
よ
り
も
空
き
家
等

を
活
用
し
た
リ
フ
ォ
ー
ム
市
場
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト

と
し
た
取
組
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。

○
九
州
地
区
：
住
宅
の
受
注
は
横
ば
い
か
ら
減

少
傾
向
で
今
後
の
先
行
き
は
厳
し
い
。
５
月
の

プ
レ
カ
ッ
ト
稼
働
率
は
２
、
３
割
下
が
っ
て
い

る
が
、
高
い
価
格
の
在
庫
が
あ
り
、
今
の
安
価

で
販
売
す
る
た
め
利
益
が
出
な
い
。製
材
は
８
、

９
割
の
生
産
で
、
ハ
ウ
ス
メ
ー
カ
ー
か
ら
の
値

下
げ
要
請
に
応
じ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
。
原
木

の
出
材
意
欲
は
強
い
が
、
生
産
調
整
が
出
来
ず

価
格
の
調
整
が
難
し
い
。

《
輸
入
材
の
状
況
、
川
下
の
動
向
等
》

・
米
加
材
製
品
の
２
０
２
３
年
の
輸
入
量
は
95

万
㎥
と
見
込
ま
れ
、
前
年
比
88
％
。
ベ
イ
マ
ツ

製
品
は
成
約
量
が
３
～
４
割
落
ち
て
い
る
が
、

本
年
第
３
四
半
期
以
降
は
在
庫
調
整
が
進
み
一

定
の
回
復
が
見
ら
れ
る
予
想
。Ｓ
Ｐ
Ｆ
製
品
は
、

２
０
２
３
年
第
一
四
半
期
は
、
前
年
比
30
％
の

減
少
が
続
く
が
、第
２
、３
四
半
期
も
大
手
ユ
ー

ザ
ー
の
成
約
ス
キ
ッ
プ
に
よ
り
か
な
り
低
水
準

で
推
移
。
現
地
価
格
は
メ
ー
カ
ー
が
利
益
を
残

せ
な
い
相
場
で
あ
り
丸
太
価
格
は
未
だ
に
高
い

た
め
、
減
産
を
進
め
る
工
場
が
多
く
、
今
後
日

本
へ
の
供
給
量
に
注
意
。

・
欧
州
材
製
品
に
つ
い
て
、
今
年
に
入
っ
て
大

幅
入
港
減
で
出
荷
を
下
回
っ
た
が
、
在
庫
調
整

は
夏
ま
で
続
く
見
込
み
。
２
０
２
３
年
の
入
荷

予
想
は
、
発
注
調
整
、
円
安
進
行
等
に
よ
り
前

年
比
36
％
減
の
２
３
０
万
㎥
。

・
輸
入
合
板
や
南
洋
材
に
つ
い
て
は
梱
包
用
途

が
多
い
が
、中
国
の
景
気
回
復
が
遅
れ
て
お
り
、

半
導
体
の
輸
出
に
対
し
て
先
進
国
か
ら
の
規
制

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
中
国
へ
の
輸
出
が
停
滞
し

て
お
り
、
梱
包
需
要
も
停
滞
。
２
０
２
３
年
１

～
４
月
の
輸
入
量
は
15
％
～
30
％
減
と
な
っ
て

お
り
、
年
間
を
通
し
て
も
入
荷
量
は
回
復
し
な

い
見
込
み
。

・
総
工
事
費
が
３
割
以
上
上
が
っ
た
こ
と
な
ど

で
昨
年
秋
以
降
、
注
文
住
宅
の
新
築
案
件
が
減

少
し
て
お
り
、
今
後
も
２
、
３
割
減
が
続
く
と

予
想
。
消
費
者
意
識
が
観
光
・
飲
食
に
向
い
て

い
る
こ
と
や
、
日
常
消
費
が
か
さ
む
こ
と
な
ど

か
ら
も
住
宅
需
要
は
見
送
り
傾
向
が
顕
著
。

・
輸
入
材
の
値
下
げ
に
よ
り
、
一
時
国
産
材
に

シ
フ
ト
し
た
工
務
店
で
輸
入
材
に
戻
る
と
こ
ろ

が
一
部
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
６
月
に
入
っ
て
、

建
設
事
業
者
含
め
て
、
コ
ロ
ナ
以
降
の
経
営
環

境
の
問
題
で
経
営
破
綻
す
る
事
業
者
が
急
増
し

て
い
る
情
報
。

・
新
規
の
受
注
が
減
少
す
る
中
で
プ
レ
カ
ッ
ト

工
場
間
の
競
争
も
激
化
。電
気
代
の
値
上
げ（
一

部
で
は
約
３
０
０
円
／
坪
増
）
等
が
加
工
コ
ス

ト
を
押
し
上
げ
て
い
る
が
、
多
く
は
価
格
転
嫁

が
出
来
て
い
な
い
状
況
。

・
政
府
の
花
粉
症
対
策
も
踏
ま
え
た
需
要
獲
得
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に
つ
い
て
は
、
国
か
ら
の
後
押
し
が
必
要
で
あ

り
、
業
界
と
し
て
も
具
体
的
な
方
策
を
考
え
た

い
。

《
川
中
、
川
上
の
状
況
》

・
製
材
に
つ
い
て
は
、
本
年
５
月
は
生
産
量
減

少
、
販
売
価
格
は
下
落
で
あ
っ
た
が
、
６
月
は

横
ば
い
に
変
わ
っ
て
き
て
い
る
。
た
だ
、
今
後

の
住
宅
着
工
の
回
復
が
見
通
せ
ず
、
秋
口
の
予

想
と
し
て
は
弱
含
み
。
プ
レ
カ
ッ
ト
事
業
に
つ

い
て
は
、
大
手
ビ
ル
ダ
ー
か
ら
の
受
注
が
８
割

程
度
で
、値
下
げ
も
受
け
ざ
る
を
得
な
い
一
方
、

電
気
代
・
運
賃
・
人
件
費
で
コ
ス
ト
増
。
非
住

宅
受
注
は
比
較
的
好
調
。

・
合
板
に
つ
い
て
は
昨
年
秋
か
ら
２
～
４
割
の

生
産
調
整
が
継
続
し
て
お
り
、
１
月
以
降
20
万

㎥
／
月
生
産
を
割
り
込
ん
で
い
る
状
況
。
原
木

の
受
け
入
れ
制
限
も
継
続
し
て
お
り
、
２
月
の

国
産
材
原
木
在
庫
６
０
万
㎥
は
過
去
最
多
レ
ベ

ル
。
中
国
の
合
板
工
場
の
Ｊ
Ａ
Ｓ
認
証
事
業
者

の
認
証
取
り
消
し
が
昨
年
以
降
２
件
目
と
な

り
、
Ｊ
Ａ
Ｓ
制
度
の
信
頼
性
確
保
を
政
府
に
お

願
い
し
た
い
。

・
構
造
用
集
成
材
は
、
３
月
か
ら
４
月
に
か
け

て
若
干
生
産
量
が
上
向
き
で
、
プ
レ
カ
ッ
ト
工

場
の
在
庫
も
減
少
傾
向
に
あ
る
よ
う
だ
が
、
需

要
の
低
迷
が
続
い
て
い
る
。
４
月
に
ス
ギ
集
成

管
柱
の
価
格
を
下
げ
た
結
果
、
売
れ
行
き
好
調

と
の
話
も
聞
く
。

・
Ｌ
Ｖ
Ｌ
は
中
大
規
模
建
築
物
の
構
造
材
を
中

心
に
需
要
増
。
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ト
横
架
材
や
床
材

の
開
発
な
ど
、
国
産
材
へ
の
転
換
や
新
需
要
拡

大
の
取
組
を
推
進
。

・
需
要
の
回
復
が
思
う
よ
う
に
進
ま
ず
、
製

材
・
合
板
向
け
ス
ギ
原
木
の
価
格
が
下
落
し
て

お
り
、
一
部
地
域
で
は
い
わ
ゆ
る
ウ
ッ
ド

シ
ョ
ッ
ク
前
の
水
準
に
ま
で
下
落
。
ヒ
ノ
キ
は

若
干
の
値
戻
し
も
み
ら
れ
た
が
、
全
体
と
し
て

は
低
調
。
製
紙
チ
ッ
プ
や
原
料
向
け
は
、
需
要

が
拡
大
し
て
い
る
状
況
も
あ
る
中
で
、
製
材
・

合
板
向
け
が
売
れ
な
け
れ
ば
、
チ
ッ
プ
・
原
料

用
も
出
て
こ
な
い
と
い
っ
た
状
況
も
生
ま
れ
て

お
り
、
な
か
な
か
悩
ま
し
い
状
況
。

・
６
月
に
入
り
ス
ギ
は
虫
害
の
発
生
時
期
と
な

る
た
め
、
今
後
の
受
け
入
れ
状
況
等
も
気
に
な

る
と
こ
ろ
だ
が
、
で
き
る
だ
け
は
や
く
出
材
し

た
丸
太
を
納
材
で
き
る
よ
う
に
努
め
た
い
。

・
花
粉
症
対
策
の
発
生
源
対
策
と
し
て
、
現
状

の
年
間
伐
採
面
積
を
拡
大
す
る
目
標
が
示
さ
れ

た
が
、
こ
れ
に
対
応
す
る
た
め
に
は
、
更
な
る

国
産
材
需
要
の
拡
大
と
林
業
労
働
力
の
確
保
、

と
り
わ
け
、
造
林
・
育
林
労
働
者
の
確
保
が
不

可
欠
。

《
林
野
庁
》

・
政
府
の
花
粉
症
対
策
と
し
て
、
ス
ギ
の
伐
採

面
積
を
５
万
か
ら
７
万
ha
に
拡
大
す
る
目
標
が

掲
げ
ら
れ
た
が
、
住
宅
資
材
の
半
分
を
占
め
る

輸
入
材
使
用
分
野
に
お
い
て
、
柱
や
集
成
材
、

国
産
他
樹
種
と
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ト
の
横
架
材
な

ど
、
し
っ
か
り
と
需
要
を
獲
得
し
て
、
山
か
ら

ス
ギ
が
出
て
く
る
よ
う
に
し
た
い
。
そ
の
際
、

国
交
省
と
も
連
携
し
な
が
ら
、
短
期
的
・
中
長

期
的
な
視
野
を
そ
れ
ぞ
れ
見
据
え
て
取
り
組
み

た
い
。

・
令
和
５
年
６
月
に
発
表
さ
れ
た
中
国
メ
ー

カ
ー
に
お
け
る
Ｊ
Ａ
Ｓ
合
板
工
場
の
認
証
取
り

消
し
に
つ
い
て
は
、
生
産
量
は
月
換
算
で
８
０

０
㎥
程
度
と
想
定
さ
れ
、
国
内
で
合
板
の
生
産

調
整
を
行
っ
て
い
る
状
況
か
ら
も
、
国
内
の
合

板
需
給
に
影
響
を
与
え
る
こ
と
は
考
え
づ
ら

い
。
今
後
も
関
連
部
署
と
連
携
し
な
が
ら
、
対

処
し
て
い
く
考
え
。

家
の
新
設
着
工
の
減
少
が
続
き
、価
格
も
原
木
、

製
品
と
も
昨
年
を
大
幅
に
下
回
る
厳
し
い
状
況

が
続
い
て
い
る
。
県
産
材
の
利
用
拡
大
に
つ
い

て
は
、
茨
城
県
で
は
森
林
湖
沼
環
境
税
を
活
用

し
て「
い
ば
ら
き
木
づ
か
い
チ
ャ
レ
ン
ジ
事
業
」

と
い
う
公
共
建
築
物
の
木
造
化
・
木
質
化
を
助

成
す
る
事
業
を
実
施
。
県
産
材
普
及
促
進
協
議

会
が
こ
れ
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
し
て
い
る
。
ま

た
県
木
連
が
一
般
住
宅
向
け
に
県
産
材
の
生
産

流
通
体
制
を
構
築
し
た
チ
ー
ム
に
助
成
す
る
事

業
を
実
施
し
て
い
る
。
こ
れ
は
一
戸
当
た
り
20

万
円
、
一
チ
ー
ム
当
た
り
20
戸
を
上
限
に
助
成

す
る
も
の
。
県
内
に
は
少
量
多
品
種
の
ス
ギ
中

目
材
を
製
材
す
る
工
場
が
多
い
の
で
、
こ
れ
ら

の
工
場
が
非
住
宅
等
の
大
型
物
件
に
対
応
で
き

る
取
組
も
行
っ
て
い
る
。
協
同
組
合
の
乾
燥
工

場
を
増
設
し
て
乾
燥
材
の
供
給
量
ア
ッ
プ
に
も

取
り
組
ん
で
い
る
。
こ
れ
ら
を
活
用
し
て
サ
プ

ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
を
構
築
し
、
県
産
材
の
利
用
を

伸
ば
し
て
い
き
た
い
等
の
報
告
が
あ
っ
た
。

総
会
に
先
立
ち
、（
株
）
栃
毛
木
材
工
業
代

表
取
締
役 

関
口
弘
氏
を
講
師
に
招
い
て
、
木

中
央
需
給
情
報
連
絡
協
議
会
及
び
５
月
と
６

月
に
開
催
さ
れ
た
全
国
７
地
区
の
需
給
情
報
連

絡
協
議
会
の
議
事
詳
細
と
配
付
資
料
は
次
の
林

野
庁
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
Ｕ
Ｒ
Ｌ
に
掲
載

https://w
w

w
.rinya.m

aff.go.jp/j/
m

okusan/ryutsu/kyougikai.htm
l

■
関
東
北
木
材
市
場
連
絡
協
議

会
第
63
回
定
期
総
会
茨
城
大
会

開
催令

和
５
年
７
月
22
日
、
茨
城
県
水
戸
市
の
水

戸
京
成
ホ
テ
ル
に
お
い
て
関
東
北
木
材
市
場
連

絡
協
議
会
（
会
長
・
打
越
芳
男
（
株
）
茨
城
木

材
相
互
市
場
会
長
）
の
第
63
回
定
期
総
会
茨
城

大
会
が
４
年
ぶ
り
に
対
面
会
議
で
開
催
さ
れ

た
。
千
葉
県
、
栃
木
県
、
福
島
県
、
茨
城
県
の

当
連
盟
会
員
市
場
か
ら
約
30
名
が
参
加
し
、
来

賓
と
し
て
菊
池
毅
関
東
森
林
管
理
局
茨
城
森
林

管
理
署
次
長
、
磯
邉
晋
吾
茨
城
県
農
林
水
産
部

林
政
課
長
、
椎
名
康
一
千
葉
県
農
林
水
産
部
森

林
経
営
管
理
室
長
、
野
上
満
正
茨
城
県
木
材
協

同
組
合
連
合
会
会
長
ら
が
出
席
、
当
連
盟
か
ら

は
柱
本
専
務
理
事
が
出
席
し
た
。

総
会
で
は
、
全
市
連
第
68
回
定
期
総
会
・
東

京
大
会
報
告
、
各
県
提
案
事
項
の
説
明
及
び
近

況
報
告
が
行
わ
れ
、
次
期
定
期
総
会
の
開
催
地

を
千
葉
県
に
決
定
し
た
。

総
会
の
概
要

安
藤
裕
一
氏
（（
株
）
ミ
ト
モ
ク
社
長
）
の

開
会
の
こ
と
ば
に
続
き
、
開
催
県
を
代
表
し
て

野
上
県
木
協
連
合
会
会
長
の
挨
拶
、
打
越
協
議

会
会
長
の
挨
拶
が
あ
り
、
打
越
会
長
が
議
長
に

選
出
さ
れ
議
事
が
進
め
ら
れ
た
。

茨
城
県
の
状
況
に
つ
い
て
は
、（
株
）
茨
城

木
材
相
互
市
場
の
鈴
木
裕
二
常
務
取
締
役
か

ら
、
今
年
度
に
入
っ
て
も
、
４
月
５
月
と
持
ち

「打越会長挨拶」
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６
万
３
千
㎥
（
３
・
６
％
）
減
少
し
た
。

針
葉
樹
を
樹
種
別
に
み
る
と
、
素
材
全
体
の

供
給
量
の
６
割
弱
を
占
め
る
す
ぎ
は
１
、３
２

３
万
８
千
㎥
で
、
前
年
に
比
べ
32
万
１
千
㎥

（
２
・
５
％
）
増
加
、
え
ぞ
ま
つ
・
と
ど
ま
つ

は
１
４
３
万
㎥
で
、
同
23
万
４
千
㎥
（
19
・

６
％
）
増
加
、
あ
か
ま
つ
・
く
ろ
ま
つ
は
55
万

９
千
㎥
で
、同
３
万
㎥
（
５
・
７
％
）
増
加
し
、

ひ
の
き
は
２
９
７
万
１
千
㎥
で
、
同
10
万
８
千

㎥
（
３
・
５
％
）
減
少
、
か
ら
ま
つ
は
１
９
３

万
２
千
㎥
で
、
同
５
万
５
千
㎥
（
２
・
８
％
）

減
少
し
た
。

詳
細
な
木
材
統
計
資
料
は
、
次
の
農
林
水
産

省
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
掲
載
。

https://w
w

w
.m

aff.go.jp/j/tokei/
kouhyou/m

okuzai/#y

材
流
通
の
新
シ
ス
テ
ム
と
題
し
、
地
域
材
を
地

域
の
建
築
物
に
使
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
活
動
し

て
い
る
木
材
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
つ
い
て
の

公
演
会
が
行
わ
れ
た
。

■
令
和
4
年
の
木
材
統
計
が
公

表素
材
の
国
産
材
率
は
85
・
１
％
に
上
昇

農
林
水
産
省
は
６
月
30
日
、
令
和
４
年
の
木

材
統
計
を
公
表
し
た
。

素
材
需
給
の
動
向

１
．
素
材
需
要
量

令
和
４
年
の
素
材
需
要
量
は
２
、５
９
５
万

４
千
㎥
で
、
前
年
に
比
べ
13
万
１
千
㎥
（
０
・

５
％
）
減
少
し
た
。
こ
れ
を
需
要
部
門
別
に
み

る
と
、
製
材
用
は
１
、６
３
６
万
３
千
㎥
で
、

前
年
に
比
べ
28
万
７
千
㎥
（
１
・
７
％
）
減
少
、

木
材
チ
ッ
プ
用
は
４
２
３
万
６
千
㎥
で
、
同
10

万
６
千
㎥
（
２
・
４
％
）
減
少
し
た
も
の
の
、

合
板
等
用
は
５
３
５
万
５
千
㎥
で
、
同
26
万
２

千
㎥
（
５
・
１
％
）
増
加
し
た
。
需
要
部
門
別

の
構
成
比
は
、
製
材
用
が
63
・
０
％
、
合
板
等

用
が
20
・
６
％
、
木
材
チ
ッ
プ
用
が
16
・
３
％

と
な
っ
た
。

２
．
素
材
供
給
量

素
材
供
給
量
の
う
ち
国
産
材
は
２
、２
０
８

万
２
千
㎥
で
、前
年
に
比
べ
23
万
５
千
㎥（
１
・

１
％
）
増
加
し
、
輸
入
材
は
３
８
７
万
２
千
㎥

で
、同
36
万
６
千
㎥
（
８
・
６
％
）
減
少
し
た
。

素
材
供
給
量
に
占
め
る
国
産
材
の
割
合
は
85
・

１
％
で
、
前
年
に
比
べ
１
・
３
ポ
イ
ン
ト
上
昇

し
た
。

国
産
材
素
材
供
給
量
を
針
葉
樹
、
広
葉
樹
別

に
み
る
と
、
針
葉
樹
は
２
、０
３
８
万
６
千
㎥

で
、
前
年
に
比
べ
29
万
８
千
㎥
（
１
・
５
％
）

増
加
し
、
広
葉
樹
は
１
６
９
万
６
千
㎥
で
、
同

■
国
有
林
材
供
給
調
整
検
討
委

員
会
の
検
討
結
果

６
月
に
全
国
の
森
林
管
理
局
に
お
い
て
本
年

度
の
第
１
回
国
有
林
材
供
給
調
整
検
討
委
員
会

が
開
催
さ
れ
、
木
材
需
給
の
動
向
を
踏
ま
え
た

検
討
結
果
が
公
表
さ
れ
た
の
で
、
そ
の
一
部
を

紹
介
す
る
。

１
．
近
畿
中
国
森
林
管
理
局（
６
月
２
日
開
催
）

《
検
討
結
果
》

国
産
丸
太
は
、
材
の
傷
み
や
す
い
時
期
に
在

庫
を
抱
え
た
く
な
い
製
材
工
場
の
仕
入
れ
が

鈍
っ
て
い
る
こ
と
や
、
合
板
工
場
の
減
産
が
継

続
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
並
材
を
中
心
に
軟
調

な
相
場
と
な
っ
て
い
る
。

輸
入
木
材
は
、
新
年
度
に
入
っ
て
も
住
宅
需

要
の
停
滞
感
は
和
ら
ぐ
こ
と
な
く
強
ま
っ
て
お

り
、
構
造
材
、
羽
柄
材
と
も
に
低
調
な
荷
動
き

が
続
い
て
い
る
。
Ｗ
ウ
ッ
ド
集
成
管
柱
は
在
庫

調
整
が
済
ん
で
い
な
い
プ
レ
カ
ッ
ト
工
場
が
多

い
が
、
Ｗ
ウ
ッ
ド
Ｋ
Ｄ
間
柱
は
市
中
在
庫
が
適

正
化
し
始
め
る
と
の
見
方
も
出
て
き
て
い
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
木
材
需
要
は
落
ち
込
ん

で
い
る
も
の
の
、
直
ち
に
国
有
林
材
に
よ
る
供

給
調
整
を
行
う
局
面
に
あ
る
と
は
判
断
し
な

い
。
た
だ
し
、
地
域
で
の
樹
種
や
用
途
等
の
需

要
動
向
、
⺠
有
林
材
の
出
材
状
況
、
木
材
の
輸

出
入
状
況
、
住
宅
着
工
戸
数
等
に
つ
い
て
注
視

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

な
お
、
国
有
林
に
お
い
て
は
、
地
域
に
お
け

る
需
給
動
向
等
の
情
報
収
集
・
分
析
を
行
い
な

が
ら
、
素
材
生
産
事
業
の
計
画
的
な
実
施
に
よ

る
安
定
供
給
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
立
木
販

売
に
お
い
て
も
引
き
続
き
購
入
意
欲
向
上
に
向

け
た
搬
出
条
件
の
整
備
を
行
い
つ
つ
、
計
画
的

に
販
売
を
進
め
る
。

２
．
東
北
森
林
管
理
局
（
６
月
15
日
開
催
）

《
検
討
結
果
》

木
材
需
要
に
お
い
て
木
造
戸
建
を
中
心
と
し

た
住
宅
実
需
の
低
迷
が
長
引
く
と
と
も
に
流
通

在
庫
の
調
整
が
続
く
中
、
管
内
の
製
品
・
原
木

流
通
は
依
然
と
し
て
停
滞
し
て
い
る
。
各
合
板

工
場
で
は
減
産
体
制
を
継
続
し
て
お
り
原
木
の

受
入
量
を
制
限
し
て
い
る
ほ
か
、
集
成
材
・
Ｌ

Ｖ
Ｌ
工
場
に
お
い
て
も
適
正
在
庫
を
維
持
す
る

た
め
原
木
の
受
入
調
整
を
行
っ
て
い
る
。

原
木
価
格
は
、
集
成
材
・
Ｌ
Ｖ
Ｌ
工
場
や
合

板
工
場
に
お
け
る
製
品
価
格
の
引
下
げ
の
影
響

を
強
く
受
け
て
お
り
、
こ
れ
に
加
え
て
生
産
調

整
・
入
荷
制
限
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

山
元
の
再
生
産
が
難
し
く
な
る
水
準
ま
で
低
下

が
進
ん
で
お
り
、
深
刻
な
状
況
に
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
各
素
材
生
産
事
業
体

は
自
山
の
伐
採
に
見
切
り
を
付
け
て
、
例
年
よ

り
早
く
造
林
、
保
育
、
生
産
請
負
の
作
業
に
移

行
し
て
お
り
、
今
後
の
出
材
量
は
大
幅
に
減
少

す
る
と
推
測
さ
れ
る
。

併
せ
て
、
今
後
は
虫
害
発
生
時
期
と
な
る
こ

と
か
ら
、
材
が
劣
化
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
早

期
販
売
へ
の
意
見
も
出
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

今
後
の
見
通
し
と
し
て
は
、
需
要
の
回
復
が

依
然
不
透
明
な
こ
と
か
ら
、
素
材
及
び
製
材
品

は
受
注
が
低
調
で
推
移
す
る
も
の
と
予
想
さ
れ

て
い
る
。

ま
た
、
秋
田
県
能
代
市
に
建
設
中
の
大
型
製

材
工
場
が
今
秋
か
ら
原
木
の
集
荷
を
始
め
る
予

定
と
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
動
向
も
注
視
す
る
必

要
が
あ
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
国
有
林
に
対
し
て
は
、

「
引
き
続
き
管
内
の
市
況
や
需
給
動
向
を
注
視

し
、
必
要
に
応
じ
て
原
木
及
び
立
木
の
供
給
調

整
を
柔
軟
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
体
制
を
維
持

需要部門別素材需要量及び材種別素材供給量（全国）
（単位：千㎥）

年　　次

需要部門別素材需要量 材種別素材供給量

計 製材用 合板等用 木材
チップ用 計 国産材 輸入材

平成30年 26,545 16,672 5,287 4,586 26,545 21,640 4,905

令和元年 26,348 16,637 5,448 4,263 26,348 21,883 4,465

　2 23,550 14,851 4,626 4,073 23,550 19,882 3,668

　3 26,085 16,650 5,093 4,342 26,085 21,847 4,238

　4 25,954 16,363 5,355 4,236 25,954 22,082 3,872

注：令和 4 年は概数
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に
よ
る
木
材
利
用
優
良
施
設
等
コ
ン
ク
ー
ル
の

公
募
が
開
始
さ
れ
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
募
集
期
間
】
令
和
５
年
７
月
３
日
（
月
）
～

８
月
21
日
（
月
）

【
応
募
対
象
】

〈
優
良
施
設
部
門
〉

過
去
に
お
い
て
当
協
議
会
の
３
０
年
度
ま
で

の
「
木
造
事
例
集
」
に
未
掲
載
の
も
の
（
令
和

元
年
度
以
降
に
つ
い
て
は
特
賞
施
設
以
外
）
で

あ
っ
て
、
令
和
元
年
度
以
降
令
和
５
年
７
月
ま

で
に
建
設
さ
れ
た
以
下
の
施
設
。

ア　

木
造
建
築
物
、
内
装
材
利
用
施
設
―
学
校

等
施
設
、
研
修
・
多
目
的
交
流
等
施
設
、
保
育

園
等
施
設
、
展
示
・
資
料
館
等
施
設
、
保
健
・

保
養
・
ケ
ア
・
病
院
等
施
設
、
住
宅
団
地
等
施

設
、
体
育
館
・
音
楽
堂
等
施
設
、
庁
舎
・
事
務

所
施
設
（
商
業
建
物
施
設
を
含
む
）
等

イ　

街
づ
く
り
施
設
―
公
園
遊
具
、
モ
ニ
ュ
メ

ン
ト
、
外
構
施
設
、
土
木
施
設
（
木
道
、
木
柵
、

木
橋
、
木
製
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
、
堰
堤
等
）
等

〈
国
産
材
利
用
推
進
部
門
〉

令
和
４
年
（
ま
た
は
令
和
４
年
度
）
に
お
け

る
国
産
材
の
利
用
推
進
に
係
る
取
組
。

【
賞
の
構
成
】

〈
優
良
施
設
部
門
〉

○
特
賞
―
内
閣
総
理
大
臣
賞
（
１
点
）、
文
部

科
学
大
臣
賞
（
１
点
）、農
林
水
産
大
臣
賞
（
１

点
）、
国
土
交
通
大
臣
賞
（
１
点
）、
環
境
大
臣

賞
（
１
点
）、
林
野
庁
長
官
賞
（
１
～
２
点
）、

木
材
利
用
推
進
中
央
協
議
会
賞
（
２
点
程
度
）、

審
査
委
員
会
特
別
賞
（
２
点
程
度
）

○
優
秀
賞
（
50
点
も
し
く
は
応
募
数
の
５
割
の

い
ず
れ
か
少
な
い
方
の
点
数
）

〈
国
産
材
利
用
推
進
部
門
〉

農
林
水
産
大
臣
賞
（
１
点
）、
林
野
庁
長
官

賞
（
１
～
２
点
）、
木
材
利
用
推
進
中
央
協
議

会
賞
（
２
点
程
度
）

主
催
―
木
材
利
用
推
進
中
央
協
議
会
、
後
援
―

農
林
水
産
省
、
国
土
交
通
省
、
環
境
省
、
文
部

科
学
省
、
森
林
を
活
か
す
都
市
の
木
造
化
推
進

協
議
会
、
共
催
―
都
道
府
県
木
材
利
用
推
進
協

議
会応

募
方
法
の
詳
細
は
次
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
を
ご
覧
下

さ
い
。https://w

w
w

.jcatu.jp/concours/

■
林
野
庁
夏
の
人
事
異
動
（
抄
）

（
７
月
４
日
付
関
連
か
ら
抜
粋
、
順
不
同
、
敬

称
略
）

○
（
退
職
）
←
織
田
央
（
長
官
）
←
青
山
豊
久

（
農
村
振
興
局
長
）　

○
（
東
海
農
政
局
長
）
←

森
重
樹
（
次
長
）
←
小
坂
善
太
郎
（
森
林
整
備

部
長
）
←
長
﨑
屋
圭
太
（
計
画
課
長
）
←
齋
藤

健
一
（
木
材
産
業
課
長
）
←
石
田
良
行
（
整
備

課
長
）
←
木
下
仁
（
研
究
指
導
課
長
）
←
安
髙

志
穂
（
森
林
利
用
課
山
村
振
興
・
緑
化
推
進
室

長
）　

○
（（
株
）
日
本
政
策
金
融
公
庫
特
別
参

与
）
←
前
田
剛
士
（
林
政
部
長
）
←
谷
村
栄
二

（
内
閣
官
房
内
閣
審
議
官
）　

○
（
全
国
農
業
共

済
組
合
連
合
会
参
事
）
←
鳥
海
貴
之
（
林
政
課

長
）
←
望
月
健
司
（
経
営
局
農
地
政
策
課
長
）　

○
（（
独
）
日
本
貿
易
振
興
機
構
本
部
農
林
水

産
部
長
）
←
森
下
興
（
企
画
課
長
）
←
上
杉
和

貴
（
大
臣
官
房
付
）　

○
（
輸
出
・
国
際
局
国

際
経
済
課
長
）
←
小
島
裕
章
（
木
材
利
用
課
長
）

←
三
上
義
之
（
外
務
省
中
華
人
⺠
共
和
国
日
本

国
大
使
館
参
事
官
）　

○
森
林
整
備
部
付
←
佐

伯
知
広
（
森
林
技
術
総
合
研
修
所
長
）
←
宇
野

聡
夫
（
森
林
研
究
・
整
備
機
構
森
林
整
備
セ
ン

タ
ー
審
議
役
）
←
川
村
竜
也
（
森
林
利
用
課
長
）

←
福
田
淳（
森
林
利
用
課
森
林
集
積
推
進
室
長
）

毎
年
こ
の
季
節
に
な
る
と
怪
談
や

お
化
け
が
登
場
す
る
。
日
本
に
は
幽

霊
、
妖
怪
、
も
の
の
け
な
ど
い
ろ
ん

な
も
の
が
い
る
が
、
妖
怪
は
特
に
ユ

ニ
ー
ク
な
存
在
だ
。
種
類
の
多
さ
と

知
名
度
に
お
い
て
外
国
に
匹
敵
す
る

も
の
は
存
在
し
な
い
だ
ろ
う
。古
来
、

人
が
理
解
で
き
な
い
奇
怪
な
自
然
現
象
や
不
思

議
な
物
事
が
起
き
た
と
き
、
妖
怪
の
仕
業
と
さ

れ
た
。
未
知
の
世
界
が
大
き
か
っ
た
時
代
、
予

期
せ
ぬ
風
が
吹
い
た
り
、
音
が
し
た
り
、
病
気

に
な
る
な
ど
不
思
議
な
こ
と
が
多
か
っ
た
。
○

日
本
人
は
古
来
か
ら
山
に
畏
怖
の
念
を
持
っ
て

い
た
の
で
、
天
狗
、
山
姥
、
山
彦
な
ど
山
に
住

む
妖
怪
が
多
く
、
山
や
森
は
妖
怪
に
出
会
う
確

立
の
高
い
場
所
だ
っ
た
。
自
然
の
中
に
八
百
万

の
神
が
存
在
す
る
と
い
う
日
本
人
の
思
考
に
通

じ
る
も
の
が
あ
る
。
○
と
こ
ろ
が
江
戸
時
代
に

な
る
と
都
市
化
が
進
み
、
人
々
の
考
え
方
も
合

理
的
に
な
り
、
妖
怪
は
畏
怖
の
対
象
か
ら
娯
楽

の
対
象
へ
と
変
化
し
て
い
く
。
妖
怪
ブ
ー
ム
が

起
こ
り
、
様
々
な
妖
怪
が
浮
世
絵
に
描
か
れ
る

よ
う
に
な
る
。
妖
怪
絵
本
も
作
ら
れ
た
。
悪
い

も
の
ば
か
り
で
は
な
く
、
人
に
害
を
及
ぼ
さ
な

い
滑
稽
な
も
の
も
い
る
。
ま
た
妖
怪
の
見
世
物

小
屋
も
作
ら
れ
た
。
子
供
の
時
に
京
都
東
山
の

八
坂
神
社
の
奥
に
進
む
と
小
さ
な
見
世
物
小
屋

が
あ
り
、ろ
く
ろ
首
が
い
た
の
を
覚
え
て
い
る
。

人
が
扮
し
て
い
る
と
わ
か
っ
て
い
た
が
気
味
悪

か
っ
た
。
○
最
近
、
人
間
は
新
た
な
未
知
の
世

界
を
作
り
出
し
た
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
メ
ー
ル
に
は
、

知
ら
な
い
と
こ
ろ
か
ら
声
が
か
か
る
。
な
ぜ
自

分
の
こ
と
を
知
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
、
得
体
が

知
れ
ず
気
味
が
悪
い
の
で
開
か
ず
削
除
し
て
お

こ
う
。
昔
の
人
が
妖
怪
を
思
い
浮
べ
た
の
は
こ

ん
な
風
に
感
じ
た
時
だ
ろ
う
か
。

雑 記 帳

し
て
い
く
よ
う
求
め
る
。」
と
報
告
す
る
。

３
．
中
部
森
林
管
理
局
（
６
月
16
日
開
催
）

《
検
討
結
果
》

全
国
的
な
木
材
需
給
動
向
を
み
る
と
、
昨
年

以
降
、木
材
価
格
は
下
落
傾
向
に
あ
る
も
の
の
、

物
価
高
騰
に
よ
り
消
費
者
マ
イ
ン
ド
は
落
ち
込

み
、
そ
の
あ
お
り
を
受
け
、
新
設
住
宅
着
工
戸

数
は
昨
年
に
比
べ
さ
ら
に
落
ち
込
ん
で
い
る
。

そ
の
た
め
、
プ
レ
カ
ッ
ト
工
場
等
の
稼
働
率
も

例
年
の
同
時
期
に
比
べ
低
い
状
況
に
あ
り
、
今

後
、
国
産
材
製
品
の
出
口
戦
略
に
工
夫
が
必
要

と
の
意
見
も
出
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
中
部
局
管
内
の
原
木
価
格
は
、
全
国

の
動
き
と
同
様
に
下
落
基
調
と
な
っ
て
い
る
も

の
の
、
全
体
的
に
は
踏
み
と
ど
ま
っ
て
い
る
状

況
が
窺
え
、
ウ
ッ
ド
シ
ョ
ッ
ク
以
前
の
水
準
よ

り
は
高
め
と
な
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、
国
際
情

勢
が
不
安
定
な
こ
と
な
ど
も
あ
り
、
先
行
き
不

透
明
な
状
況
は
続
い
て
い
る
。

こ
う
し
た
状
況
を
見
据
え
、
中
部
局
管
内
で

は
、
引
き
続
き
、
本
年
度
に
計
画
し
て
い
る
製
品

生
産
事
業
を
着
実
に
実
行
し
、
市
場
等
へ
の
速
や

か
な
木
材
の
供
給
を
行
う
こ
と
が
、
管
内
の
市

況
の
安
定
化
に
つ
な
が
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

よ
っ
て
、
現
時
点
で
の
木
材
需
給
及
び
価
格

に
大
き
な
変
動
が
見
ら
れ
な
い
こ
と
を
踏
ま
え

れ
ば
、
直
ち
に
国
有
林
材
の
供
給
調
整
を
行
う

必
要
性
は
な
い
と
判
断
す
る
。

各
森
林
管
理
局
の
検
討
委
員
会
で
出
さ
れ
た

意
見
や
状
況
報
告
等
に
つ
い
て
は
、
各
局
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
。

■
木
材
利
用
優
良
施
設
等
コ
ン

ク
ー
ル
公
募
開
始

令
和
５
年
度
の
木
材
利
用
推
進
中
央
協
議
会
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暑中お見舞い申し上げます

	 西垣林業株式会社

	 代表取締役社長　　西　垣　雅　史
	 代表取締役副社長　西　垣　貴　文

▪桜井市場
	 	 〒633－0064　奈良県桜井市大字戒重137

▪名古屋市場
	 	 〒467－0855　愛知県名古屋市瑞穂区桃園町 3 －２3

▪三重事業所
マルタピア	 〒518－0２04　三重県伊賀市北山1560
美杉木材市場	 〒515－34２1　三重県津市美杉町八知541２

▪事業所／工場：酒田・茨城・浜松・豊田・舞鶴・四国

▪出張所：栃木・高山・美濃・高知西部・仁淀川

▪西垣林業フォレスト㈱：奈良本社・高知・愛知・栃木・山形

　 株式会社仙台木材市場

代表取締役社長　　守　屋　長　光

　本社・市場
　〒983－0036
　　仙台市宮城野区苦竹二丁目 7番30号
　　　　　ＴＥＬ

　

0２２－２3２－1101
　　　　　ＦＡＸ

　

0２２－２3２－1107
　　　　　 https://www.s－itiba.com

　　市日　第 ２・第 4水曜日
　　　　　開市　午後 1時30分

東京木材市場協会　　　会　長　市　川　英　治

丸
宇
木
材
市
売
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長　

青	

木	

豊	

実

〒
136―

0071

江
東
区
亀
戸
六

－

五
七

－

一
九

　
　
　
　
　
　
　
　

丸
宇
本
社
ビ
ル

電 	

話 	
〇
三

－

六
九
〇
四

－

八
一
四
一

Ｆ
Ａ
Ｘ 	
〇
三

－

五
六
二
八

－

三
七
二
二

東
京
中
央
木
材
市
場
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長　

飯	

島	

義	

雄

〒
２79―

003２

浦
安
市
千
鳥
一
三

電 	

話 	

〇
四
七

－

三
五
五

－

〇
〇
〇
一

Ｆ
Ａ
Ｘ 	

〇
四
七

－

三
五
五

－

一
三
一
三

東
京
新
宿
木
材
市
場
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長　

中	

村	

　	

司

〒
156―

0057

世
田
谷
区
上
北
沢
五

－

三
七

－

一
八

電 	

話 	

〇
三

－

三
三
〇
四

－

五
三
一
一

Ｆ
Ａ
Ｘ 	

〇
三

－

三
三
〇
四

－

四
三
一
五

新
東
京
木
材
商
業
協
同
組
合

理
事
長
　
近	

藤	

藤	

嗣

〒
171―

0044

豊
島
区
千
早
一

－

二
〇

－

一
三

電 	

話 	

〇
三

－

三
九
五
九

－

七
八
一
一

Ｆ
Ａ
Ｘ 	

〇
三

－

三
九
五
八

－

三
五
九
二

東
京
木
材
市
場
協
会
　
　

事
務
局

〒
11２―

0004

東
京
都
文
京
区
後
楽
一

－

七

－

一
二

（
一
般
社
団
法
人
全
日
本
木
材
市
場
連
盟
内
）

電 	

話 	

〇
三

－

三
八
一
八

－

二
九
〇
六

Ｆ
Ａ
Ｘ 	

〇
三

－

三
八
一
八

－

二
九
〇
七

株
式
会
社
東
京
木
材
相
互
市
場

代
表
取
締
役
社
長　

西	

村	

信	

洋

〒
179―

0081

練
馬
区
北
町
六

－

三
二

－

三
六

電 	

話 	

〇
三

－

三
九
三
四

－

四
一
一
八

Ｆ
Ａ
Ｘ 	

〇
三

－

三
九
三
四

－

四
一
二
六

東
京
木
材
市
場
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長　

市	

川	

英	

治

〒
136―

008２

江
東
区
新
木
場
二

－

一

－

八

電 	

話 	

〇
三

－

三
五
二
一

－

七
一
一
一

Ｆ
Ａ
Ｘ 	

〇
三

－

三
五
二
一

－

七
一
一
五

株
式
会
社
東
京
第
一
木
材
市
場

代
表
取
締
役
社
長　

梶	

本	

弥	

彦

〒
300―

0873

茨
城
県
土
浦
市
荒
川
沖
町

　
　
　
　
　
　
　
　

南
区
一

－

一
三

電 	

話 	

〇
二
九

－

八
四
二

－

九
八
八
一

Ｆ
Ａ
Ｘ 	

〇
二
九

－

八
四
二

－

九
八
六
二
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株式会社東海木材相互市場
代表取締役会長　鈴　木　和　雄
代表取締役社長　上　地　浩　之
本　　社
〒456－0033　名古屋市熱田区花表町２1－ 1
　　		　電　話　05２－881－1551
　　		　ＦＡＸ　05２－881－308２
　　		　Ｅ－mail　 info@kirakuninet.	com
　　		　	http://www.	kirakuninet.	com

西部市場　市日　毎週火曜日
〒490－1444　愛知県海部郡飛島村木場 1 －17
TEL　0567－55－0155　　　 FAX　0567－55－２538
大口市場　市日　毎週金曜日
〒480－01２1　愛知県丹羽郡大口町河北 ２ － ２
TEL　0587－95－1101　　　 FAX　0587－95－1105
サテライト美並
〒501－4101　岐阜県郡上市美並町上田字小倉塚２516番 1
TEL　0575－79－5055　　　 FAX　0575－79－5060
サテライト名倉
〒441－２43２　愛知県北設楽郡設楽町東納庫ムカイ山16番
TEL　0536－63－3456　　　 FAX　0536－63－3535
飛騨匠工場
〒506－0035　岐阜県高山市新宮町11２番地Ｂ
TEL　0577－36－5439　　　 FAX　0577－36－5939

東京木材市場株式会社

代表取締役社長　市　川　英　治

本　社・市場
〒136－008２　東京都江東区新木場 ２ － 1 － 8
　　ＴＥＬ　03－35２1－7111（代表）
　　ＦＡＸ　03－35２1－7115

市　日　毎週木曜日
　　ＴＥＬ　03－35２1－71２1（市売）
　　	https://www.	tomoku-ichiba.	co.	jp

越谷センター
〒343－0844　埼玉県越谷市大間野町 1 －130
　　ＴＥＬ　048－989－0171
　　ＦＡＸ　048－989－0174

本　　社
〒849－4２5２　佐賀県伊万里市山代町楠久津145番地30
TEL　0955－２0－２183（代表）　FAX　0955－２8－２855
福岡営業所　
〒8２4－0604　福岡県田川郡添田町野田	19２7
TEL　0947－8２－5010　　　 FAX　0947－8２－5011
大分営業所　
〒879－5413　大分県由布市庄内町大龍	1２08－ 1
TEL　097－586－２２10　　　 FAX　097－586－２２30

南九州営業所
〒899－8606　鹿児島県曽於市末吉町深川	8866	番地
TEL　0986－２8－0２２8　　　 FAX　0986－79－1777
南九州営業所　第二土場
〒899－8606　鹿児島県曽於市末吉町深川	8515	番地 ２
TEL　0986－36－4880　　　 FAX　0986－57－7607
糸島事業所　木の駅「伊都山燦」
〒819－1563　福岡県糸島市高来寺	34２	番 1
TEL　09２－331－50２0　　　 FAX　09２－331－50２1

ホームページ　　 https://www.imarimokuzai.co.jp
メールアドレス　 imamoku@imarimokuzai.co.jp

茨城県木材市場協会
〒310－08２6　水戸市渋井町50番地
株式会社	茨城木材相互市場	内

TEL　0２9－２２1－3111
FAX　0２9－２２1－3393
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関東木材センター協会
会　長　市　川　英　治
副会長　桃　渓　　　崇
会　計　伊　藤　元　二
監　事　中　村　　　司

事務局　〒136－008２

　　　　東京都江東区新木場 2 － 1 － 8
　　　　　東京木材市場株式会社 内
　　　　　　　ＴＥＬ　03－35２1－7111
　　　　　　　ＦＡＸ　03－35２1－7115

愛知県木材市場連盟
会　長　鈴　木　善一朗

㈱東海木材相互市場

三河材流通加工事業㈿

本 州 市 売 ㈱

西 垣 林 業 ㈱

㈱ 東 海 林 材 市 場

愛知県木材市場連盟問屋部会
会　長　川　出　泰　之

事務局　〒456－0033
　　　　名古屋市熱田区花表町２1－ 1
　　　　㈱東海木材相互市場
　　　　　　ＴＥＬ　05２－881－1551
　　　　　　ＦＡＸ　05２－881－308２

全日本木材市場連盟北陸支部
支部長　谷　口　健　郎

【加盟木材市場】
株式会社富山合同木材市場	（076－45２－1155）
株式会社高岡木材市場	 （0766－5２－２131）
富山県森林組合連合会	 （076－434－1750）
福井県嶺北木材林産協同組合	（0776－53－0２２1）
福井県木材市売協同組合	 （0776－41－3730）
福井県森林組合連合会	 （0776－38－0345）
若狭木材流通センター協同組合	（0770－45－3500）
株式会社名田庄ウッディーセンター	（0770－67－3386）

徳島県木材市場連盟
会　長　浜　口　伸　一

〒770－8001
徳島市津田海岸町 4番31号
株式会社	徳島中央木材市場 内

丸　幸　産　業　㈱　088－663－２303
㈱徳島中央木材市場　088－66２－5２10
大　一　木　材　㈱　088－664－6333
㈱　ゲ　ン　ボ　ク　088－663－6401

三重県木材市売連盟
会　長　中　川　浩　之

「加盟木材市場」
鈴 鹿 木 材 ㈱
西 垣 林 業 ㈱
　三重事業所マルタピア
　美 杉 木 材 市 場
ウッドピア市売㈿
中 川 林 業 ㈱

㈲ 丸 天 木 材 市 場
熊 野 原 木 市 場 ㈿
伊 山 市 売 木 材 ㈱
松 阪 地 区 木 材 ㈿
松 阪 木 材 ㈱
尾 鷲 木 材 市 場 ㈿

事務局　〒515－0814　松阪市久保田町２08
中川林業㈱内

TEL	0598－51－660２　 FAX	0598－51－1２7２

木曽官材市売協同組合

理事長　勝　野　智　明
　　　定例市日
原木　萩原事務所　　　　　　月 1回
　　　坂下事務所　　　　　　月 ２回
　　　国有林土場活用委託　　月 1回
製品　　　　　　　　　　　　月 1回

〒399－5604
　　長野県木曽郡上松町正島町 ２ －45
　　　　電　話　0２64－5２－２480（代表）
　　　　	http://www.	kisokan.	com

愛媛県木材市場連盟

会　長　二　宮　政　文

〒798－11２4　宇和島市三間町増田389
大木坑木有限会社宇和島出張所内

香川県木材市場連盟
会　長　樋　口　哲　也
副会長　桃　渓　　　祟

〒760－0055
　　高松市観光通 ２ －10－15
　　㈱太洋木材市場内

㈱太洋木材市場	TEL（087）833－２311
	 FAX（087）831－3040

ナイス㈱	香川営業所	 TEL（0875）２5－3099
	 FAX（0875）２4－1336

大木坑木㈲宇和島出張所

㈱ 宇 和 原 木 市 場

㈱ 久 万 木 材 市 場

㈱ 日 吉 原 木 市 場

（0895）58－3033

（0894）6２－２851

（089２）２1－1175

（0895）44－２8２２

秋田中央木材市場株式会社
代表取締役社長　工	藤	茂	丸

〒010－0941
秋田市川尻町字大川反２3２－ 7
TEL　018－863－２1２1
FAX　018－863－２1２0

定例市日　毎週木曜日

千葉県木材市場協同組合
理事長　小　池　正　男
〒２83－08２3　千葉県東金市山田800

ＴＥＬ．0475－55－6161
ＦＡＸ．0475－55－6171

http://www.	mokuichi.	or.	jp/

青森県森林整備事業協同組合
青森原木市場
理事長　成　田　　　剛

〒030－0955
青森市大字駒込字桐ノ沢1２9－ 1

TEL　017－743－5411
FAX　017－743－5410
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愛知県木材市場連盟
問 屋 部 会
部会長　川　出　泰　之
〒480－01２1
丹羽郡大口町河北 ２ － ２
㈱ナゴヤ辻文内　　
TEL　05２－8２1－0156

全日本木材市場連盟
中 国 支 部

支部長　山　下　　　薫

〔加 盟 木 材 市 場〕

岐阜県銘木協同組合

11月には銘木業界最大の祭典

第65回 全銘展を当組合で開催！

　　15日（水）　式典・祝賀会

　　16日（木）　製品市

　　1７日（金）　原木市

理事長　吉　田　芳　治
岐阜市茶屋新田 3丁目90番地
tel	058－２79－0788　 fax	058－２79－２156
URL	https://www.gifu-meiboku.com
E－mail	meiboku@ccom.or.jp

石 谷 林 業 ㈱ 智 頭 支 店
㈱ 米 子 木 材 市 場
㈱ 出 雲 木 材 市 場
㈱ 益 田 原 木 市 場
㈱ 福 山 中 央 木 材 市 場
㈱ 勝 山 木 材 市 場
津 山 木 材 市 売 ㈱
㈱ 津 山 綜 合 木 材 市 場
㈱ 岡 山 木 材 相 互 市 場
㈱ 岡 山 木 材 市 場
真 庭 木 材 市 売 ㈱

0858－75－0635
0859－２7－07２1
0853－２1－1855
0856－２２－0697
0849－63－1001
0867－44－２600
0868－２２－6２46
0868－２8－7777
086－２96－0306
086－２7２－２178
0867－4２－060２

市日　毎週水曜日

松阪木材株式会社
代表取締役会長　田　中　善　彦
代表取締役社長　久　保　　　覚
〒515－0088
三重県松阪市木の郷町２1
TEL　0598－２0－２3２3
FAX　0598－２0－108２

事務局　真庭木材市売㈱内
　〒719－3２03　岡山県真庭市富尾 1

TEL　0867－4２－060２
FAX　0867－4２－２600

毎市のご協力・感謝申し上げます

株式
会社	 九州木材市場
取	締	役	会	長　田　中　正　史
取	締	役	社	長　田　中　昇　吾
取締役副社長　田　中　史　郎

定例市日　 8日　23日

〒877－1２31
　大分県日田市大字三和２7２6－10

TEL　0973－２4－36２5
FAX　0973－２4－36２6

㈿高知県木材市場連盟
高知県林材株式会社

〒781－011２
高知市仁井田4348

TEL　088－847－0111
FAX　088－847－0116

協同組合高知県木材市場連盟
〒780－0850
高知市丸ノ内二丁目 1 －２3

TEL　088－8２6－8２31
FAX　088－8２6－8２33

九州木材市場連合会
会　長　多　田　　　啓
　　　㈱アサモク
副会長　安　部　省　祐
　　　大分県木材協同組合連合会
副会長　今　坂　幸　一
　　　熊本木材㈱
事務局　福岡市木材協同組合 内

〒810－0071　福岡市中央区　　　
　　　　那の津 3 －16－ 6
TEL　09２－771－5791
FAX　09２－771－3044

●制度の特長●
１．お手頃な掛金で大きな保障が得られます。
２．業務上・業務外を問わず２４時間保障されます。
３．医師の診査はなく告知書扱いで加入できます。
４．１年ごとに収支計算を行って、剰余金が生じた場合には配当金として還元されます

男性　１，５００円 女性　９００円

　　男性・女性　　　１，３００円

全市連福祉共済制度のご案内

一般コース(15～65歳)

１日につき
１,５００円

４００万円
１日につき
３,０００円

１４０万円
～

　２０万円

２００万円
７０万円

～
　１０万円

高度障害
保険金

死亡保険金
+

災害保険金

高度障害保険
金
+

障害給付金

障害給付金 入院給付金

不慮の事故による場合病気による場合

死亡保険金(

一
口
当
た
り

)

【

保
障
内
容

】

（
概
算

）

【

月
払
掛
金

】

２００万円

１００万円

一般コース(15～65歳)

悠々コース(66～70歳)

悠々コース(66～70歳)


